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山ロ大学のニュース

「明日の山口大学ビジョン」策定と

「留学生30万人計画」

Y.U.News

Thedecisbnof

"YamaguchiUniversity「svisionfortomorrow「"

and"300ρ00foreignstudentsplan"

山口大学副学長(財務施設担当)

瀧口治

山口大学は20世紀の活動を踏

まえ、21世紀における本学の責務

を掲げた「山口大学憲章」を制定

(2007年2月)しました。さらに2008

年2月には、"創立200周年(2015年)を超え2020年にキラ

リと光る大学"を目指す「明日の山口大学ビジョン」を策定

致しました。その策定理由は以下の通りです。

すなわち、先の憲章は50年から100年単位の大方針を

定めたものであり、大学がこれに沿った行動をとり続ける

ためには、10年から15年間隔の中期目標的ビジョンを出し、

それを一つの目標として大学の在り方を進めていき、また

次の中期目標的ビジョン策定に繋げそれを積み上げてい

く必要があると考えたからです。無計画なその場その場で

の対応の積み重ねでは大学の将来はない、と。

ビジョン策定に当たり重視されたことは、第1に、現代社

会の中で急速に進展しているグローバル化です。これへ

の対応は『教育』、『研究』及び『社会連携』の3つの視

点と展望に立った将来像にそれぞれ取り込んでおります。

第2は、ビジョン実現のための大学の具体的な運営方

針を打ち出している点です。グローバル化との関連では、

「「国際化』に重点を置いた大学運営」の項で具体的対

応を明記していま

す。詳細は本学

ホームページをご

参照ください。

昨年文部科学

省他関係省庁は、

日本とアジア、世界
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正面及び交通動線改善計画

のヒト・モノ・カネ、Planf°「theNewEnt「anceandPathways°nY°shidaCamPus

情報の流れを拡大する「グローバル戦略」の一環として

2020年を目途に30万人の留学生を受け入れる「留学生

YamaguchiUniversityVice-President

forFinancialAffairsandFacilities

OsamuTakiguchi

YamaguchiUniversityenactedthei,Thecharterof

theYamaguchiUniversityl!whichoutlinesthedutyof

YamaguchiUniversityinthe21stcenturyaccording

topastactivitiesinthe20thcenturyonFebruary

2007.Furthermore,wealsosuccessfUllybeganthe

"YamaguchiUniversity'svisionfortomorrow"toaim

foramagnificentfuturein2020whichwillmarkthe

200thanniversaryofthefoundationin2015.The

reasonforthedecisionisasfollows.

Theformercharterisalongtermvisionfor50to100

years,andwebelievethatitshouldbenecessaryto

setmoredefiniteandmiddletermgoalsforthenext

10to15yearstomakeacontinuouseffortaswell.

Thereisnodoubtthattheuniversityrequires

continuouseffortsanddefinitemiddletermvisionsas

wellastheIongtermvision.

Thevisioncorrespondstoglobalizationwhichisthe

mostprogressingphenomenoninthepresentday.

Wehavethreevisionsin"education",iiresearchiiand

"socialcooperationffforthefuturetoaddressthis

phenomenon.Thesecondnotedpointistosetthe

concretepolicyofoperationoftheuniversityfor

visionrealization.Inconnectionwithglobalization,

concretecorrespondenceisspecifiedbytheclauseof

i'universitymanagementwithemphasison

"internationalization.11Pleaserefertoouruniversity

homepagefordetails.

Theministryofeducation,culture,sports,science

andtechnologyandrelevantministriesannounced

thei,300,000foreignstudentsplan"toaccept300,000

foreignstudentsbyaround2020toenhancethe
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30万人計画」を公表しました。国際化拠点大学30校(以

下「グローバル30」)を中心に推進される計画であり、本学

もその1校に選定されるよう、構想の立案、事業計画の策

定と実施を急いでいるところです。

施設面でも今年度は国際交流会館2号館の新築、常

盤地区女子寮

新築、男子寮改

修が既に行われ、

新年には吉田地

区正門及び交

通動線の大改

修と第2吉田寮
uゴ・."x一

新築が実施され
吉田地区国際交流会館2号館

ます。次年度以1・t・m・ti・n・IH・u・e2,Y・・hid・C・mp・・

降も留学生と日本人学生の混住を前提とした既存寮の

改修、新築が計画され、受入体制の充実は着々と進んで

います。

現元留学生の皆様方にはこの「グローバル30」プロジェ

クトを進めるに当たってご協力をお願いすることがあろうか

と思います。その節はご協力の程宜しくお願い致します。

globalexchangeofhumanresources,trade,money

andinformationaspartoftheJapaneseglobal

strategylastyear.Itisplannedtopromotethe

strategyby30coreinternationalizeduniversities,and

wearepreparingtosetprojectsandvisionstobe

electedasoneofthem.

Alsoinrespecttothisinstitution,inthecurrent丘scal

year,thenewbuildingoftheInternationalHouseNo.

2,thenewbuildingofthewomenlsdormitoryinthe

Tokiwaareaandthereconstructionofthemenis

dormitoryinTokiwahasbeenalreadydone,and

reconstructionoftheYoshidaareamaingateandthe

trafflclineandthe2ndYoshidadormitorynew

buildingarebeingcarriedoutinthenewyear.Weare

goingtoproceedwithourplansfbrJapanesestudents

andforeignstudentstolivetogetherandtoexpand

ourcapacitytoacceptmoreandmoreintemational

studentsinthefUture.Iwouldappreciateit,ifyoucan

givemeyourgreatcooperation.

国際交流会館2号館訪問! ThelnternationalHouse2wascompleted.

2008年10月、吉田キャン

パス国際交流会館隣りに2

号館が完成し、留学生や研

究者13力国28人が入居しま

した。これで本学の留学生

案内してくれたネィサンさん用宿舎は3キャンパス計118

N濫灘認、,部屋となりました・2号鰹イ
atthelnternati・nalH・use2ギリス、セントラル・ランカシャー

大学からの交換留学生ジョンコック・ネイサンさんに案内し

てもらいました。

1階には「黒川ラウンジ」という共有スペースがあります。

ここには、ご寄附いただいたテーブルセット等があり、グルー

プ学習もでき、週末にはパーティーなども開かれるそうです。

ネイサンさんの部屋は、床はフローリング。「キッチンが少し

狭いけど、ベランダも広くて気持ちが良い」とのこと。全体

に部屋は従来の国際交流会館のものよりも広く、家賃は

少し高めですが、周囲のアパートよりは安く入居者はほぼ

みんな気に入っているとのことでした。

G
.

InOctober2008,0urinternationalstudenthall

building2wascompletedbesidetheinternational

studenthallbuildingoneonYoshidacampusand28

researchfellowsandexchangestudentsfrom13

countriesstartedtolivethere.Now,wehave118

roomsby43roomsininternationalbuildinglon

Yoshidacampusand47roomsonTokiwacampus

andothersinthenewbuilding2byoneofour

Yoshidacampus.Weareverygladtobeintroduced

thenewbuildingbyoneofourexchangestudents,

Mr.NathanJohncockfromtheUniversityofCentral

Lancashire,UK.

Thereisasharedspacecalled"Kurokawalounge"

onthelst血oor.Inthesharedspace,donatedtable

setsareplacedforgroupstudyandstudents

sometimeshaveaweekendpartythere.Eachroom

hasawoodenfloor.

Hesaidthekitchenmaybeabitsmallbuttheroomis

comfortable.Healsolikesthelargeveranda.The

roomisbiggerthanotherroomsintheinternational

exchangehall,anditsroomfeeismoreexpensivebut

itisstillcheaperthanoutsideprivateapartments,so

manyresidentsaresatisfiedwithlivingthere.

共有ルームで勉強する留学生部屋のキッチンに立つネイサンさん

StUdentsstUdyinginthe"Kurokawalounge"Nathaninhiskitchen
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モ八メッド・レジャウル・カリム先生への

インタビュー

MessagefromanAlumnus

Interviewwith

Prof.Md.RezaulKarim

カリム先生は、バングラデ

シュご出身で、2002年本学理

工学研究科博士後期課程を修

了。現在、本学同研究科の准

教授をされています。

一山ロ大学には、いつ在学さ

れていましたか。

1998年10月に博士課程に入

学するために、初めて山口大学に来て、2002年3月

に修了しました。その後、バングラデシュに戻り、

クルナ工業技術大学(KUET)で教員の仕事を続け

ました。

一当時の印象や思い出は、どんなものがありますか。

当時、宇部には多くのバングラデシュの学生がい

て、宇部に来た頃には、いろいろと手伝ってくれま

した。また先生方や研究室の学生さんたちも留学中、

いろいろと助けてくれました。1998年11月には、吉

田キャンパスの留学生のパーティーで、当時の山口

大学学長とお話をし、一緒に写真を撮るチャンスに

恵まれました。それは、今でも思い出す本当に素敵

な思い出です。

一山口大学工学部には、いつから勤務されています

 か。

2007年12月から、工学部社会建設学科の准教授と

して東アジア国際コースで教え始めました。

一異なる立場から山ロ大学をご覧になって、どんな

印象ですか。

日本人学生に英語で教えるということは、私にとっ

て本当に良い機会であり、チャレンジでもあります。

学部のメンバーとして加わって、山口大学の教育、

研究、学生について知る良い機会を得ました。この

経験は、バングラデシュで仕事をするときにも、きっ

と役に立つでしょう。

一今、どんなご研究やプロジェクトをされています

 か。

現在私の学生は、バングラデシュのごみ集積場か

らの汚染リスクや調理に使うバイオマス燃料の使用

の大気汚染や健康への影響、ゼロ価の鉄を使った水

からのヒ素の除去などについて研究しています。現

在、上水道システムの評価とバングラデシュの海岸

地域における気候変動の影響についての研究プロジェ

クトに応募しており、プロジェクトが承諾され、研

究が早く開始できることを望んでいます。

ProfMd.RezaulKarimisaformerInternational

StudentfromBangladeshinYU.Hecompletedthe

DoctorCoursefromtheGraduateSchoolofScience

andEngineeringin2002.Atpresent,heisan

associateprofessoroftheaboveschoolofYU.

WhenwereyouinYamaguchi(Ube)asa

student?

IcametoYamaguchiUniversitythefirsttimeasa

DoctoralstudentinOctober1998.Icompletedmy

doctoralstudyinMarch2002andwentbackto

BangladeshandcontinuedmyteachingjobatKUET.

Wouldyoute闘ussomeimpressionsormemories

ofYUinthosedays?

ThereweremanyBangladeshistudentsinUbeatthat

timeandtheyhelpedmealotduringmyinitialdays

here.Alsomyprofessorsandlabstudentshelpedme

alotduringmystayandstudyhereatthattime.In

November1998,Ihadthechancetotalkandtake

photoswiththePresidentofYamaguchiUniversityat

thattimeinapartyoftheinternationalstudentsatthe

maincampus.ThatwasreallyanicememoryascanI

remembernow.

WhendidyoustarttoworkintheFacultyof

EngineeringofYU?

IjoinedthisuniversityasanAssociateProfessorin

theDepartmentofCivilandEnvironmental

EngineeringinDecember2007toteachthe

InternationalCoursestudents.

HowdoyoufeelaboutYUonthisoccasion,

lookingfromdifferentpointsofview?

ItユsreallyagoodoPPortunityandalsoabigchallenge

formetoteachJapanesestudentsinEnglish.Joining

asafacultymember,Ihavetheopportunitytoknow

theeducation,researchandstudentshere.This

experiencewillhelpmeinmyworkinBangladesh.

Whatkindofresearch,projectsareyoudoing

nOW?

Currently,mystudentsareworkingonpollutionrisk

fromthedumpingsitesinBangladesh,airpollution

andthehealtheffectofusingbiomassfuelsfor

cookingandremovalofarsenicfromwaterusing

zero-valentiron.IhaveapPliedforaresearchproject

onassessmentofwatersupPlysystemsandclimate
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一将来の抱負やご計画は?

私はバングラデシュでは、クルナ工業技術大学

(KUET)の土木工学部で教えていました。山口大

学での任期が終わった後は、国へ帰らなければなり

ません。帰国後は、大学や国に貢献できたらと思っ

ています。また近い将来、環境分野の研究において

山口大学とクルナ工業技術大学の良い協力関係を築

いて行きたいと思っています。

一修了留学生や現留学生にコメントをお願いします。

留学生はまず言葉の問題に直面します。大学は、

英語をより効果的に導入することで留学生の負担を

軽減できるでしょう。また留学生センターも日本人

学生や留学生が週1回、インフォーマルに集まれる

ような場を主催することによって日本社会と国際的

な共同体の習慣を知り、考えを交換することで共通

のプラットフォームを作ることができると思います。

また、卒業生には、同窓会組織がより効果を持ち

得るのではないかと思います。

changeeffectinthecoastalareasinBangladeshand

hopetostarttheresearchsoon,iftheprojectis

approved.

Wouldyoutellusyourhopesforthefuture?

IamunderleavetoworkherefromKhulnaUniversity

ofEngineering&Technology(KUET),my

universityinBangladesh,whereIamaProfessorin

theDepartmentofCivilEngineering.Aftercompleting

mytermhere,Iwillhavetogobacktomyjobinthe

countryandhopetocontributetotheuniversityand

thecountry.Iwouldliketoestablishagood

collaborationwithYUandKUETinenvironmental

researchinthenearfUture.

WouldyougivesomeCommentstointernational

graduatesandpresentstudentsofYU?

Theinternationalstudentsfirstlyfacealanguage

problem.Theuniversitymayhelpthembyintroducing

Englishmoreeffectively.TheIntemationalCentermay

arrangeaninformalgatheringonceeveryweek

togetherwithJapaneseandinternationalstudentsto

makeacommonplatformforexchangingviewsand

learningaboutthecustomsofbothJapanesesociety

andtheinternationalcommunity.Fortheinternational

graduate,thealumniassociationcanbecomeeven

makemoreeffective.

社会建設工学科東アジァ国際コース3年生と(中央がカリム先生)

WiththirdyearstudentsoftheEastAsiaIntemationalCourseofthe

DepatmentofCiVilandEnvironmentalEngineering.

(ThepersoninthecenterofthefirstlineisProfessor.Karim)

新しい卒業生から MessagefromaNewAlumnus

チャンドリカ・ディッサナヤケ

スリランカ

(農学研究科・生物資源環境科学科博士課程3年)

ChandrikaDissanyake

SriLanka

3rdyearPh.D、student,

GraduateSchoolofAgriculture

私は2005年に山口に来まし

た。山口市は、私のふるさとと

似ています。来日後、始めは大

学の国際交流会館に住みまし

た。初めて窓を開けて景色を

見た時、まるでふるさとにいるよ

うな気持ちになりました。その

時から私は山口が大好きです。

日本に来たときは、日本語を

行くのにも苦労しました。でも日本

一言も話せず、スーパーに

語集中コースに出席し

てから、基本的な日本語は使えるようになり、幸運だった

と思いました。小学校の時から英語を習っていたことを

IcametoYamaguchiin2005.Yamaguchicityisquite

similartomyhometown.Aftercoming,westayedin

theUniversityInternationalHouse.FirsttimewhenI

openedthewindowandsawthelandscapeofthe

area;IfeltasifIwasinmyhometown.Sincethen,I

likeYamaguchiverymuch.

WhenIcametoJapan,Iwasn'tabletospeakasingle

wordinJapanese,soitwashardeventogotothe

supermarket.ButafterattendingaJapaneseIntensive

course,IfeltIwasluckytohavethatchance,andgot

tomanagethebasicsofJapanese.Irememberthat

welearntEnglishsinceprimaryschool,butwecould
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思い出し、基礎的な日本語をたった7カ月で覚えることが

できたことにとても驚いています。

私は同じ博士課程で勉強している主人と今7歳にな

る娘と山口で暮らしています。1年後、会館を出たあとは

民間アパートに住みました。そのときは近所づきあいもほ

とんどありませんでした。その後、市営住宅に移り、つい

に日本人の友達ができました。市営住宅の人は皆さん

親切や気遣いを実感しました。

今まで、盆踊りを始め、多くの日本のお祭りに参加しま

した。アパートは平川公民館に近かったので、公民館の

いろいろな行事に参加する機会がありました。何度もスリ

ランカの料理を作るする機会があり、いろいろな国からの

たくさんの人たちと楽しむ機会を得ました。料理はちょっ

と心配でしたが、なんとかおいしくできました。私は料理

が好きなので多くの料理教室に参加して楽しむことがで

きました。

スリランカの文化を紹介するために、多くの小学校にも

行きました。中には町からとても離れた学校もありました。

その時は、離れた地域に住み、生活も大変なのに、学校

の施設が充実していたのが印象深かったです。

研究生活も、とても興味深いものでした。私の指導教

授の儲藤真一先生は、病気に強いことで知られる日本

の青ネギについての研究を勧めてくれました。2006年か

らネギの生育地域に病気が影響を与えていることが知ら

れており、先生が私にその研究テーマをくれました。私は

その原因となっている病原体を特定し、その特性を分子

的に明らかにしなければなりませんでした。博士の学位

のためには、論文を2つ発表しなければなりませんでし

たが、先生や家族のサポートのおかげで、私はなんとか3

つ発表できました。伊藤真一先生はとても寛大で、私の

毎日のスケジュールを自由に調整させてくれました。

今年の3月、私は家族とスリランカに帰ります。私は大

学1年生から4年生までに植物病理学を教えていました。

山口で学んだ知識や技術を教育や研究に生かしながら、

今後も仕事を続けたいと思っています。

:鋤闘闘

learnbasicJapaneseinjustseveralmonths,andIfelt

greatlysurprised

Now,IamIivinginYamaguchiwithmyhusband,also

adoctoralstudent,andoursevenyearolddaughter.

Afteroneyear,welefttheuniversitydormitorytoa

privateflatwherewehardlyhadcontactwith

neighbors.Thenwemovedtoacityflat,andwe

且nallybegantohaveJapanesefriends.「Werealized

theywereverykindandattentive.

Uptonow,wehaveparticipatedinmanyfestivals,

suchasbon-odori,andsoon.Asmyapar撫entis

neartheHirakawacommunitycenter,wehad

oPPortunityparticipatetheactivitiestheyorg譲搬量zed.I

havehadmanychancestomakeSriLankanfoodand

enjoyedthemwithmanypeoplefromdifferent

countries.Iwasworriedabouttheoutcome,but

somehowitwasverydelicious.IIiketocookandalso

enjoyparticipatinginmanycookingsessions.

Wehavevisitedmanyprimaryschoolstoi互覚roduce

SriLankanculture.Therewasaschool,veryfarfrom

thecity.Atthattime,Iwasimpressedthatalthough

theyhadhardlives,livinginaremotearea,the

schoolhadmanyfacilities.

InregardtomyresearchIife,itwasalsointeresting.

Myadvisor,professorShin'ichiIto,suggestedthatI

doresearchontheJapanesegreenonion,㎞ownfor

beingdiseaseresistant.Since2006,itwasknownthat

adiseasea丘ectstheoniongrowingarea,somysensei

gavemethattopic.Ihadtoidentifythecausal

pathogenandcharacterizeitmolecularly.Formy

doctoraldegree,Ihadtopublishtwopapers,butI

managedtogetthree,supportedbysensei,andmy

family.Myprofessor,ItoShinlichisenseiwasvery

kind,andgavemefreedomtoarrangemydaily

schedule.

InthisMarch,IwillgobackwithmyfamilytoSri

Lanka.Iwasteachingplantpathologytofirstyear

throughfourthyearuniversitystudents.Iwill

continuetoworkinteachingandresearchbymaking

useofwhatIhavelearnedinYamaguchi.

(左写真)卒業の日に娘さんと

(Leftphotograph)Ongraduationdaywithherdaughter
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各学部からのニュース Informationfromfaculties

第33回人文学部

国語国文学会で留学生3人発表

Ourthreeforeignstudent$presentedatthe

33rdhumanitiesdepartmentliteraturelecture.

2008年5月11日(日)に山口大学人文学部小講i義室にて、

発表する許恵玉さん

Ms.XuHuiYuinthepresentation

第33回山口大学人

文学部国語国文学

会大会が開催され

ました。当日は6人

の研究発表が行わ

れ、うち3名が人文

科学研究科言語文

化専攻(日本語学

文学論)の修士2年

生の留学生でした。

3名はそれぞれ「日本語と中国語の同形語〈先生〉に

ついて一マインドマップ調査による意味機能の異同分析

一(陳仲鵬)」、「日本文化と中国文化のイメージ比較研

究一日本人のマインドマップ調査による検討一(許恵玉)」、

「日本語の新語に見る日本事情一〈オタク〉関連語を中

心に一(韓飛)」について発表し、会場からの質問に答え

ていました。また午後は、東アジア研究科を修了した羅蓮

揮さんが、「『ナ形容詞』と「ノ形容詞』のイメージー日本

語母語話者の使用意識一」について発表し、続いて山

口大学人文科学研究科にて修士号取得後、九州大学

大学院比較社会文化学府にて博士号を取得し、現在人

文学部外国人研究者の曲志強さんが「日本語と中国語

のあいさつ表現について一大人と子どもの問の談話分

析一」を発表し、質疑応答が行われました。当日の発表

内容は、今年度発行の『山口国文』第32号に掲載されま

 す。

お問い合わせ先:人文学部国語国文学会庶務係

林伸一(E-mail:hayashix@yamaguchi-u.acjp)

The33rdhumanitiesdepartmentliteraturelecture

washeldatthehumanitiesdepartmentsmalllecture

roomonMay11,2008.6peoplepresentedtheir

researchincluding3foreignstUdentswhostudyinthe

secondyearmasterdegreeprogram.3people

respectivelypresentedtheresearchtopics"Analysisof

thesynonymword〈Sensee(先生)>betweenJapan

andChina-Analyzingsynonymmeaningbyusing

mindmap(ChenZhongPeng)Tl,itExaminationby

mindmapinvestigationoftheimagecomparative

study-JapaneseofJapanesecultureandtheChina

culture-(XuHuiYu:Photographleftabove))lfand

"FocusingontheJapanesecontemporarylanguage

culture,focusingonthewordsrelatedtoOtaku(Maniacs)

一(HanFei).f「AformerPh.D。studentalsopresented

hisresearchtopicsonthe"Useconsciousnessofthe

imageJapanesenativespeakerof"NAadjectivei'anda

'iNOadjective'i-(LuoLianPing:ourformerPh.D。

stUdentoftheGraduateS(thoolofEastAsianStUdies.)Il,

Anotherpresented'iAnalyzeofgreetingexpressionof

JapaneseandChinese-conversationbetweenchildren

andadults-"(QuZhiQiang:Aformermasterstudent

inYamaguchiUniversitytheGraduateSchoolof

HumanitiesandPh.D.inKyushuUniversityGraduate

SchoolofHumanities,FacultyofHumanities,nowina

f()reignresearcherinYamaguchi-UniversityHumanities).

Moredetailswillbeshowninourjournalthe

YamaguchiJapaneseLiteratureNo.32.

Contact:Humanitiesdepartmentofiicestaff

ShinichiHayashi(E-mail:hayashix@yamagtichi-u.ac.jp)

常盤キャンパスに

国際交流サークル誕生!

2008年、吉田キャンパスにしかなかった国際交流サー

クルが常盤キャンパスにもできました。サークルのリーダー、

Internationalexchangeclub

establishedinTokiwacampus1

10月24日の新留学生歓迎会(工学生協2階にて)

WelcomepartyforInternationalStudents,October24.

(rokiwaCampusCoop,2ndfloor)

In2008,theinternationalexchangeclubthatwasonly

inYoshidacampuswasbroughtalsotoTokiwa
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工学部社会建設学科3年生、坂本大輔さんにサークルを

紹介していただきました。

campus.Now,weareverygladtointroducethe

managerofthecircle,SakamotoDaisuke,for

introducingactivitiesoftheclub.

「こんにちは。山口大学工学部の国際交流サークルの

『あけぼの』です。『あけぼの』は留学生と日本人学生の

交流を目的とした今年出来た新しいサークルです。山口

大学の工学部には今まで国際交流サークルがありません

でした。工学部でも日本人学生と留学生との交流を通して、

お互いに理解を深め、心配事など問題を共に解消し、語

学能力の向上を図ろうと思い、サークルを立ち上げました。

今まで、顔合わせ会としてパーティーを開きみんなでゲー

ムをしたり、昼食を持ち寄って長門橋にピクニックへ行っ

たり、最近では新しい留学生のみなさんの歓迎会を開き

ました(前頁写真:10月24日工学部生協)。

これからも交流を通して、互いの文化や言葉を学び共有

して、他国の文化を受け入れられる『国際人』を増やして

いくことができればよいと思っています」

Hello,everyone.WeareiAkebono'whichisavery

newclubtoorganizecultureexchangebetween

foreignexchangestudentsandJapanesestudents.

Unfortunately,therehavebeennocultureexchange

clubslikeusinUbecampusuntilnow.Therefore,we

establishedourclubtoencouragemoreopporUmity

tocommunicatebetweenJapanesestudentsand

foreignexchangestudents.Webelievewecan

providemoreopportunitynotonlyforforeign

exchangestudentsbutalsoforJapanesestudents.

Untilnow,wehavealreadyorganizedsomeactivities

suchasapotluckparty,apicnic,andwelcomingparty

fornewcomers(Seethepictureontheprevious

page).Wearegoingtoorganizemoreactivitiesfor

encouragingglobalcultureexchange.

山口大学東亜経済研究所

(山田孝太郎記念館)
竣工記念式典等を開催

TakingplaceoftheceremonyofTheYamaguchi

UniversitylnstituteofEastAsianEconomic

Affairs(KotaroYamadamemorialhall)

山口大学東亜経済研究所は、経済学部の前進である

山口高等商業学校時代より一貫して東アジアに関する

教育研究を行ってきており、東アジア関係文献の宝庫と

して、膨大な資料を収集・整理し内外に提供するとともに、

公開シンポジウムや講演会なども開催し、国際交流及び

地域社会への貢献に努めてきました。

これまで、東亜経済研究所は経済学部校舎内の一・隅

に置かれていましたが、山口高等商業学校第二期生の

山田孝太郎氏を祖父にもたれる、(株)ヤマコー代表取締

役、山田宏氏は、「祖父が抱いていた母校への思いをか

たちに」との願いから新研究所建設の資金提供を申し出

られ、このたび、吉田キャンパス内に宿願の山口大学東

亜経済研究所(山田孝太郎記念館)の新館舎を建設し、

その記念として、平成20年5月14日(水)、東亜経済研究

所において、学内外の関係者約60名の出席を得て、竣

工記念式典等を開催しました。

TheYamaguchiUniversityInstituteofEastAsian

EconomicAffairshasbeendoingeducational

researchonEastAsia,collectingandarrangingavast

quantityofdataasatfeasuryoftheEastAsiarelation

Iiterature.Anopensymposium,alecturemeeting,

etc.wereheldtoaimforcontributionnotonlyto

internationalexchangebutalsotocommunity

developmentasmuchaspossiblefromwhenitwas

Yamaguchibusinesshighschoolandnowasthe

currentdepartmentofeconomics.Althoughthe

InstituteofEastAsianEconomicAffairswasassigned

inacornerinadepartment.of-economicsschooI

buildinguntilnow,thedirectorofYAMAKO

Corporation,Mr.HiroshiYamada,proposedto

constructthenewresearchcenterandtoinvestinit

toshowhisgrandfatheris(Mr.KotaroYamada)great

respectfortheuniversity.Indeed,weheldthe

memorialCeremonyforcompletionofconstructionof

thenewbuildingobtainedbygreatblessingsfrom60

participantswhoparticipatedintheceremonyonMay

14,2008.

当日テープカットの様子(左から4番目が山田宏様ご令室)

Ribbon-cuttingceremonyoftheday

(thefourthladyfromtheleftisthewifeofMr.HiroshiYamada)
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留学生のための企業見学会を実施

3月13日(木)、中国地域ニュービジネス協議会

協力のもと、学生支援センターと国際センターとの

共催で、「留学生のための企業見学会」を実施しま

した。

中国、インドネシア、タイなどの留学生約20人と

日本人学生3人がマツダ株式会社と株式会社ヒロテッ

クの防府工場を見学し、両社の技術力の高さを実感

するとともに、良い製品を作るために絶えず工夫や

改善がなされていること、効率性向上のために1秒

の工程短縮を追求する姿に強い印象を受けていまし

た。近年、日本で就職を希望する留学生が徐々に増

えてきており、今回の見学会は日本の企業を知る貴

重な機会となりました。

難騨

lndustrialFieldTripHeldforIntemationai

Students

Onthe13thofMarch,theStudentSupportCenter

andtheInternationalCenterheldanIndustrialField

TripforInternationalStudentswiththecooperation

oftheChugokuNewBusinessConference.

TwentystudentsfromChina,IndonesiaandThailand

alongwiththreeJapanesestudentsvisitedMazda

MotorCorporationandHIROTECCorporation's

factoryinHofu.ThestUdentswereabletoobserve

theadvancedtechnologyemployedatthefactories

andwerevisiblyimpressedbythedevicesand

machinerynecessarytobuildqualityproducts.The

studentswereespeciallyimpressedathow

shorteningproductiontimesbyevenonesecondcan

increaseefflciency.

Thenumberofinternationalstudentsseeking

employmentinJapanpostgraduationhasincreased

sincelastyearandthis且eldtripProvedtobean

indispensablelearningoPPortunityforallinvolved.

マツダ自動車工場玄関で(防府市>

AttheentranceofMazdaautomobilefactory(inHofu-city)

欝. ActivitiesofExchangeStudents

国連フェスタ2008

「外国人による日本語スピーチコンテス

ト」に山大留学生3名出場

Threefore喧nexchangestudents

participatedlntheUNfesta2008

Foreigners'JapaneseSpeechContest

スピーチをする時陽陽さん

ShiYangYangmakingherspeech

県内在住の外国人11名が「わたしのお国自慢

とはここが違う!」と題して流暢な日本語で熱弁を

ふるいました。山口大学からは、陳仲鵬さんが「変

わってきた中国の『三十』」というテーマで、中国

での年末・年始の迎え方を写真や文字パネルを用い

て話し、時陽陽さんが「MADEINCHINA」という

テーマで、中国製品が日本にあふれているのにびっ

くりした体験談を話しました。時さんは山東大学か

日本国際連合協会山

口県本部は11月15日に

山口県婦人教育文化会

館(山口市)で「国連

フェスタ2008」を開催

し、その一環として

「外国人による日本語

スピーチコンテスト」

を行いました。当日は

日本

TheUNYamaguchibranchheldtheUNfesta2008

foreigners「JapaneseSpeechContestatthe

YamaguchieducationandculturehallonNov、15,

2008.11foreignerswholiveinYalnaguchiincluding

ourthreestudentspresentedculturaldifferences

betweenJapanandtheirowncountriesinfluent

Japanese.Fromouruniversity,ChenZhongPeng

presentedChinesenewyearcustomsbyshowing

picturesandpanels(Title:ChangingChinese30).

ShiYangYangalsopresentedherinteresting

experiencewhenshecametoJapanandwas

surprisedthattherearesomanyChineseproducts

(Title:MadeinChina).Shigotaspecialprizeeven

thoughshesufferedfromphysicalproblemsand

beinghospitalizedjustbeforethepresentation.Wu

Qianpresentedfoodculturaldifferencebetween

JapanandChina(Title:JapanesetasteVSChinese
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らの交換留学生ですが、当日は入院中の山口大学付

属病院の特別外出許可を得てスピーチにのぞみ、み

ごと特別賞を獲得しました。そのほか武情さんが「日

本の味vs中国の味」というテーマで食文化の違い

を話しました。見事入賞した人も、残念ながら入賞

できなかった人も、スピーチのために練習を重ね、

まわりの人々の応援を得て出場したことはきっとい

い思い出になることと思います。

(レポート:人文学部林伸一)

「外国人による日本語スピーチコンテスト」記念撮影の様子

ScenefromInternationalStudents'SpeechContestinUNFesta,2008

taste),Everyonemademanyeffortstoprepare,soit

wasapricelessexperienceforthem.(Reportby

ShinichiHayashi)

スピーチをする武情さん

WuQianmakingherspeech

スピーチをする陳仲鵬さん

ChenZhongPengmakinghisspeech

    氏名所属出身(性別)

    最優秀賞邨逸群(ヘイイツグン) 山ロ県立大学中国(女性)

    優秀賞劉月因脂(リュウエンシ) 山口県立大学中国(女性)

    特別賞郡明光(ショウメイコウ) 企業実習生中国(男性)

    特別賞時陽陽(トキヨウヨウ) 山口大学中国(女性)

ドイツ・エアランゲン大学

日本語研究所の話題
SomeNewsfromourpartner

UniversityErlangen,Germany

ドイツの協定校エアランゲン大学日本学研究所の大学

院生キム君は、日本の娯楽番組「笑ってコラえて」につい

て修士論文を書いている真っ最中です。番組のスタッフ

に情報を依頼する手紙を送ったことがきっかけで、当番組

に出演することになり、話題を呼んでいます。またキム君

は日本語が達者で、スタッフをびっくりさせています。彼は

「笑ってコラえて」のセリフをノートに書き起こし、番組の制

作などを分析して、論文のテーマにするという独自の切り

口で日本の社会や文化を勉強しています。

現在、人文学部にもキム君の後輩ドレーンさんが留学中

です。ドレーンさんもとても熱心な学生で、山口に来てすぐ、

社会学や民族学、哲学などの専門の授業にも挑戦して

AstudentofourGermanpartneruniversityErlangen-

Nuremberg,InstituteofJapaneseStudies,Kim,writes

hismasterthesisonthepopularJapanese

entertainmentprogramiiWarattekoraeteifofNihon-

TV.Whenhecontactedthestaffforsome

information,hewasimmediatelyinvitedtojointhe

program.HisfluencyinJapaneseastonishesallthe

staff.且ewritesdownallthespokenwordsofthe

program,analysestheconceptandmadeitthetopic

ofhisthesis.ItisauniquewaytostudyJapanese

society.AfellowstudentofKimstudiesnowat

YamaguchiUniversity,FacultyofHumanities.
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います。哲学はドイツでも同様の授業を受講したそうですが、

本当に難しいとのことです。「日本の生活文化」は大変

面白いそうで、山口の生活を満喫しているようです。子供

の時から「ドラゴンボール」やアクション・ゲームが大好きで、

すでに多くの友だちが出来て、話が弾んでいます。ぜひ

留学中に多くの経験をしてドイツ人々にも山口について

教えて欲しいと思います。

Uterstadt,Doreenisalsohardworking.Shestarted

visitingmanymajorseminarslikephilosophy,

sociologyandethnologyrightaway.Sheusedto

studyphilosophybeforebutinJapaneseitis"really

difficult",shesighs,buti'Seikatsubunka「iisvery

interesting.SheenjoyslifeinYamaguchialotand

alreadyhasmanyfriends,talkingabouti'DragonBall"

shelikedasachild,orothercomputergamesshe

lovestoplay.Itwouldbeniceforhertohavelotsof

goodexperiencesandtellpeopleinGermanyabout

Yamaguchi.

独文学専攻の学生によるドレーンさんの誕生日パーティー

DoreenisBirthdayparty,givenby
GermanLiteratureStUdents

1鱒'・
緊繋灘轍繍驚

INFORMATION

日本学生支援機構による

帰国留学生への支援事業

Follow-upServicesforFormerlnternational

StudentsinJapanby廿1eJapanStudent

ServicesOrganization(JASSO)

1.帰国外国人留学生短期研究制度

日本学生支援機構では、過去に日本に留学し、現在、

自国で教育、学術研究または行政の職についている者

に対し、日本の大学でその大学の研究者とともに短期間(90

日以内)研究を行う機会を提供しています。応募に必要

な条件など詳しい情報は、以下のURLにあります。興味

のある方は、ぜひ調べてみてください。

http://www.jasso.go.jp/exchange/tanken.html

2.帰国外国人留学生研究指導事業

日本学生支援機構では、過去に日

本に留学し、現在、自国の大学や研

究機関で教育・研究活動を行ってい

る人に対して、留学時の指導教員を

自国に招いて行う研究指導や研究者・

学生等に対するセミナー開催を支援

しています。応募に必要な条件など

詳しい情報は、以下のURUこあります。

興味のある方は、ぜひ調べてみてく

ださい。

http://www.jasso.go.jp/exchange/shidou.html

1.FolIow-upResearchFellowships

JASSOprovidesthisfellowshiptothosewhohave

previouslycometostudyinJapanandarecurrently

activeineducation,research,orgovemmentworkin

theirhomecountryorregion.Thefellowshipprovides

anopportUnitytoconductshort-te㎜research(upto90

days)withtheirformeracademicadvisorinJapan.

PleaseaccesstothefollowingURLtoobtainfurther

informationandsomeconditionsneededforapplication.

http://www.jasso.go.jp/exchange/tanken_e.html

2.Foilow-upGuidance

JASSOprovidesthisfellowshiptothosewhohave

previouslystudiedinJapanandcurrentlyworkina

researchinstitUtionaseducatorsorresearchersintheir

homecountrytoreceivefollow-upresearchguidanceby

dispatchingaresearchadvisortovisittheirhome

countryandgivesen血ars,etc.Pleaseaccesstothe

folloWingURLtoobtainfurtherinformationandsome

conditionsneededforapPlication.

http://www.jasso.go.jp/exchange/shidou_e.htm1
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山口大学を卒業した

留学生のための掲示板

BBSfortheFormerlnternationaI

StuderltsofYU

卒業した留学生のみなさんが近況を書き込める掲示

板を開設しました。今、どうしているか、山口の思い出など

を、ぜひ、書き込んでみてください。

USERID:ryugakuseiPASSWORD:YUISNWO7

http://web.cc.yamaguchiu.ac.jp/Ncenter/gwbbs/gwb

bs.cgi

YamaguchiUniversityhasopenedabulletinboardfor

you,YUalumni.PleasedofeelfreetowriteYU,your

almamater,andyourcolleaguealumnisoyouwilllet

them㎞owaboutwhatyouhavebeenuptolately

includingyourmemoriesfromyourYUdaysandso

forth.Thankyou.

USERID:ryugakuseiPASSWORD:YUISNWO7

http://web.cc.yamaguchiu.ac.jp/℃enter/gwbbs/gwb

bs.cgi

ポ覧る留学生のltiif{」aQuarJv2。。8.b
eCember2008
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Presentationceremonyforproductsfornewint'1students
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 蜘・

新留学生研修会

OrientationfornewinternationalstUdentsinTokuji

中国四川大地震募金活動常盤地区(宇部市内で)

Fund-raiserfortheearthquakeinSichuanprovinceinChaina
TokiwaArea(inUbeCity)

山口地区(吉田キャンパスで)

YoshidaArea(onYoshidaCampus)
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日本文化体験Japanesecultureexperienceprogram

華道(吉田キャンパス)

FlowerarrangementonYoshidaCampus

、
、

《

茶道(常盤キャンパスで)

TeaceremonyonTokiwaCampus

一

b

萬
12月

December
和紙工房見学

VisittoaJapanesepaperworkshop

萩・津和野見学旅行

studytourtoHagiandTsuwano

12月

和紙工房見学Vi・it・・aJapanesepP

京都旅行StUdytourtoKyoto

返信のお願い ANoticetoEveryonel

このニューズレターがみなさんの所に届いているか

確認をしたいと思います。このニューズレターを受け取っ

た方は、メールかはがきで、以下の「山口大学留学生

センター」宛てにご連絡下さい。

皆さんのご連絡先の変更や、ニューズレターに対す

るご感想・ご要望なども書き添えていただければ幸い

です。よろしくお願いします。

Wewouldliketoconfirmifthisnewsletteris

reachingallofitsrecipients,soforeveryonewho

isreceivingthisnewsletter,pleasesenda

confirmatione-mailorpostcardtotheYamaguchi

UniversityInternationalStudentCenter.Please

writeanyquestionsorcommentsaboutthe

newsletterandanychangesaboutpersonaI

information.Thankyouforyourcooperationand
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